

















































































子 1）、巻口　恵里奈 1）、齋藤　香織 2）、小林　恵美 2）、
　大倉　幸子 3）、中嶋　美貴 3）、小野里　譲司 4）、堀江　健夫 5）、
　滝瀬　淳 5）















【結果】秘書が係わった 2011 年 6 月より 2012 年 5 月までで医師が使
用した総数は 126 件であったが、2012 年 6 月より 2013 年 5 月までは
194 件と約 1.5 倍に増加した。また、依頼と報告の突合作業を行い、返
信のない報告書のデータを 2012 年 12 月より取り始め、2014 年 4 月ま














也 1）、福田　亙 2）、宇都宮　広志 3）、臼井　良江 4）
【概要】京都第一赤十字病院　院長補佐兼リウマチ内科部長　福田
　亙　を研究代表者として、医療センター、福島、さいたま、長岡、
長野、大阪、岡山、松山、高知、長崎原爆の各赤十字病院における
リウマチ膠原病を専門とする研究分担者で構成する研究班は、厚生
労働科学研究費補助金の交付を受けたことで、所属機関の事務担当
者による補助金の管理が行われていることから、公的研究費の交付
を契機とした事例を報告する。
【事例】補助金規程により、研究者は自ら経理に携わることが出来ず、
直接経費の管理及び経理を所属機関の長に事務委任するものとなっ
ている。
１．所属機関の事務担当者選任、規程等の疑義解釈
２．医療施設事務担当者間の有用な情報交換
【成果】１．一部の医療施設では医療秘書課が事務代行しており、当
職への支出に関する照会が恒常化したが、当該事例の副産物として
今回の演題発表へと導かれた。
２．会計担当者との付帯情報の意見交換はもとより、医療秘書課を
はじめ総務・人事担当者との接点も出来たことから、全国の部内異
業種ネットワークの糸口となった。
【結語】公的研究費による研究支援は大学病院では恒常的であるが、
赤十字病院間においては稀少であり、先行事例を有していない中で
実務上困惑する状況に遭遇することも多々生じていたが、臨床で得
られた知見を臨床研究の形で発信し、医学の進歩に貢献することは、
赤十字病院の社会的使命である。当該事例を通じて、複数の施設で
異なる職域の協力体制が構築されたことは、今後の学術・研究活動
の振興のために極めて意義が深いと確信している。
